
「市長への手紙」ＨＰ掲載データ（令和５年 12 月分） 

 

見出し 0512-1 ガードレールの設置 

ご意見 県道侍浜夏井線（夏井町半崎）の国道 45号に向かう道について、半

崎集会所を通過後、緩やかな下り道にはガードレールがない箇所があ

る。冬期は危険であるので、ガードレールを設置してほしい。県管轄の

場合は情報提供を願う 

回答 ガードレールは、車両の路外などへの逸脱を防止し、逸脱に伴う運

転者や同乗者の人的被害や車両の物的損害など種々の被害や損害の発

生を防止するために、国土交通省が定める設置基準等に基づき設置さ

れています。 

当該路線（県道侍浜夏井線）は、県北広域振興局土木部の管理である

ため、ご提言の内容について情報提供し、状況を説明したところ、「今

回の要望を受け、改めて現地の状況を確認する。冬期間においては、除

雪や融雪剤の散布など適切な維持管理に努めていく」と回答をいただ

いたところです。 

市では、道路利用者が安全に通行できるように、引き続き県と協力

し、適切な維持管理に取り組んでまいります。 

担当課 建設企画課  電話：0194-52-2120 
 

  



「市長への手紙」ＨＰ掲載データ（令和５年 12 月分） 

 

見出し 0512-2 カーブミラーの破損について 

ご意見  半崎集会所付近のカーブミラーが破損している 

回答 事前に地区の区長から相談を受けて現場を確認しており、県道に接

していることから道路管理者である県北広域振興局道路整備課で修繕

の対応をしていただけると伺っております。 

ご提言いただきましたとおり、交差点では引き続き一時停止、優先

道路の確認など基本的な安全対策が必要と考えることから、市でも引

き続き安全運転の啓発に努めてまいります。 

担当課 生活環境課 電話：0194-52-2151 
 

 

  



「市長への手紙」ＨＰ掲載データ（令和５年 12 月分） 

 

見出し 0512-3 施設や事業を増やしてほしい 

ご意見 二戸市の県北青少年の家のような施設や事業を増やしてほしい 

回答 久慈市でも、各地区の市民センターや図書館など、青少年の皆さん

や地域の人が参加できる行事をたくさん行っておりますので、各施設

にお問合せいただきますようお願いします。 

久慈市立図書館では、おはなし会や映画会の他にも化石レプリカ作

りや絵本作り教室も行っています。各地区の市民センターでは、放課

後子ども教室などでスポーツ教室や工作教室なども行っていますの

で、ぜひ、参加してみてください。   

また、児童・生徒の皆さんと一緒に行事を考えていきたいと思いま

すので、お家の近くの市民センターにご意見をください。皆さんが参

加しやすい行事を考えていきたいと思います。 

担当課 生涯学習課  電話：0194-52-2156 
 

  



「市長への手紙」ＨＰ掲載データ（令和５年 12 月分） 

 

見出し 0512-4 物価高騰対策 

ご意見 物価高騰対策として給付金を支給してほしい 

回答 市では、国の経済対策を受け、電力・ガス・食料品等の価格高騰によ

る家計への影響が特に大きい住民税非課税世帯に対して、本年７月か

ら 10 月までの間、「住民税非課税世帯物価高騰対策給付金」として１

世帯当たり３万円を支給したところです。現在、国では、追加の支援策

として、住民税非課税世帯を対象に、１世帯当たり７万円を支給する

方針を 11月２日に閣議決定したところですが、国から自治体に対し、

事業を行うための具体的な内容が、まだ示されておりません。 

今後、国から具体的な内容が示され、支給の手続きや時期などを決

定次第、市の広報紙やホームページ等でお知らせいたしますので、お

待ちください。 

担当課 社会福祉課  電話：0194-52-2119 
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見出し 0512-5 商品券の発行 

ご意見 市民の負担軽減のための商品券を発行してほしい 

回答  久慈市では、これまでも新型コロナウイルス感染症の拡大により影

響を受けた市内事業者を支援するため、国の交付金を活用してプレミ

アム付商品券の発行を行ってまいりました。令和５年度におきまして

も、物価・燃料費高騰により大きな影響を受けた地域経済の循環を促

すため「久慈市プレミアム付商品券等発行事業」を実施しており、12

月３日から商品券の販売を行っております。 

物価・燃料費高騰が経済活動に及ぼす影響は非常に大きいものと認

識していることから、今後の取り組みについても、社会情勢や経済状

況、併せて財源となる国の交付金等の動向も注視しながら検討してま

いります。 

担当課 商工観光課  電話：0194-52-2123 
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見出し 0512-6 100 歳体操の要望 

ご意見 現在のグループ数を統合（グループ数縮小、人数拡大）また、バスを

配車してほしい。会場料の定額と参加人数割になるようにお願いする 

役所の指導員のほか、会員の中からも推進員を選任いただきたい 

回答 いきいき百歳体操は地域づくりによる住民主体の介護予防活動で

す。高齢者の誰もが継続して介護予防活動に取り組むには、取組の効

果を高齢者自身が実感でき、かつ、高齢者が容易に通える範囲（歩いて

概ね 15 分以内）に通いの場があり、体操が行える「通いの場」を地域

に多数つくる必要があります。 

住民の主体性を阻害しない必要な支援を行うことが、息の長い介護

予防の取組につながることと考えており、グループ数の統合について

は、各団体と情報共有させていただきます。その他ご意見いただきま

した件につきましても、各団体との情報交換、情報共有を行っていく

ことによって、より良い方向に進むよう努めてまいります。 

今後も住民にとって良い取組であることを伝え、住民が「やりたい」

と思えるような住民主体の介護予防活動となるよう進めてまいりま

す。運営していく団体の中で課題、悩みがあれば、担当者が出向きます

のでそこで改めて相談させていただきますよう、よろしくお願いいた

します。 

担当課 地域包括支援センター  電話：0194-61-1557 

 

  



「市長への手紙」ＨＰ掲載データ（令和５年 12 月分） 

 

見出し 0512-7 避難訓練について 

ご意見 リュックサックを背負っての避難の推奨、参加者に対する実技訓練

の実施、総合防災訓練の招致をしてはどうか 

回答 先日実施した、今年度の津波避難訓の参加者数は 2,043 人で、昨年

度よりも 164 人増加したところではありますが、避難対象人口を考慮

すれば、参加者が少ないものと捉えており、引き続き、参加者を増やす

必要があると考えております。 

 また、非常持ち出し品を持参しての訓練は、実際の避難により近い

形となることから、重要であると認識しており、今後も、非常持ち出し

品を積極的に持参いただき、訓練に参加するよう、効果的な周知方法

を研究してまいります。 

 なお、訓練時の参加者への実技訓練につきましては、貴重なご意見

ではありますが、消防関係者の人数に限りがあることや、屋外での訓

練であることなどから、津波避難訓練時の実施は困難であると捉えて

おり、実技訓練につきましては、地域の訓練時などに、消防署や自主防

災組織、地域の防災士などと連携し実施していただきたいと考えてお

ります。 

 なお、総合防災訓練につきましては、岩手県が主体となって、県内

12 ブロックを順次持ち回りで実施しているものであり、久慈市は令和

10 年度の開催が予定されております。 

担当課 防災危機管理課  電話：0194-52-2173 

 

  



「市長への手紙」ＨＰ掲載データ（令和５年 12 月分） 

 

見出し 0512-8 押しボタン式信号を付けてほしい 

ご意見 西の沢の道路に押しボタン式信号を付けてほしい 

回答 信号機や横断歩道については岩手県公安委員会（岩手県警察本部）

が所管し、設置や管理をしておりますことから、ご提言については、当

市より管轄の久慈警察署に情報提供してまいります。 

 なお、市では毎年、交通安全施設点検を行い、久慈警察署や関係機関

との連携により、総合的な交通安全対策を検討しております。 

担当課 生活環境課  電話：0194-54-8003 

 

  



「市長への手紙」ＨＰ掲載データ（令和５年 12 月分） 

 

見出し 0512-9 道路の舗装 

ご意見 元の中村家具倉庫の道が穴だらけなので舗装して頂きたい 

回答 ご提言のありました道路は市道川貫３号線であり、未改良の砂利道

となっております。 

 市道の改良舗装につきましては、市内各地から多くの要望を受けて

いることから、現地の状況のほか、市全域の整備状況や財政状況等を

勘案しながら整備の検討を進めており、早期の整備は難しい状況にあ

ります。 

 なお、市道の穴ぼこの補修や砕石の補充につきましては、都度対応

してまいりますので、お気づきの点がございましたら道路河川維持課

までお知らせいただきますようお願いいたします。 

担当課 
建設整備課    電話：0194-52-2124 

道路河川維持課  電話：0194-52-2151 

 

  



「市長への手紙」ＨＰ掲載データ（令和５年 12 月分） 

 

見出し 0512-10 新しい観光資源 

ご意見 冷やしまめぶを提供してはどうか 

回答 まめぶ汁は、明確な時期は分かりませんが、古くから山形町におい

て慶弔時などに晴食として食され、それぞれの集落で特色を持って引

き継がれてきた伝統的な郷土食であり、令和３年度には文化庁の 100

年フードに認定され、現在は国の無形民俗文化財への登録を目指し取

り組んでいるところであり、まめぶ汁には伝統や文化的な価値がある

ものと認識しております。 

今回いただきましたご提言につきましては、近年の気象状況を捉え

た貴重なご意見でありますので、まめぶ汁を取り扱う団体や店舗等に

対し、情報提供をさせていただきます。 

担当課 産業建設課  電話：0194-72-2111（内線 130） 

 

  



「市長への手紙」ＨＰ掲載データ（令和５年 12 月分） 

 

見出し 0512-11 屋外トイレの清掃 

ご意見 高舘市民の森内に設置されている「さわやかトイレ」の清掃が素晴

らしい 

回答  高舘市民の森につきましては、指定管理者制度により指定管理者で

ある事業者（株式会社米内造園）において管理しており、トイレについ

ても事業者において清掃しております。 

 清掃について、賛辞の評価をいただき、事業者においても励みにな

るものと思っております。今後においても、散策等でご利用いただけ

ればと存じます。 

担当課 林業水産課  電話：0194-52-2122 
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見出し 0512-12 海水温の上昇などの環境問題 

ご意見 温暖化の影響で海水の上昇に伴い地球上の動植物に大きな変化が生

じている。変化（影響）の中での当地域漁業関係は（世界的現象でもあ

る）主力であるさけ、スルメが極端な水揚げ減少になり、回復の目途も

なく、終了時期を迎えている。今後もこの状況が確実に進行すると思

われる。 

回答 久慈市では、地球温暖化による影響を抑制するため、久慈市地球温

暖化対策実行計画（区域施策編）を策定し、地球温暖化の主たる原因で

ある温室効果ガスの排出量削減及び、気候変動への適応に向けた取り

組みを示しています。 

当該取り組みについては、「持続可能な脱炭素社会の実現に向け協

働と連携でエネルギーを有効活用する」という基本方針のもと、多様

な手法を用いた地球温暖化対策の取り組みを市民、事業者、市の協働

により進めることで、2050 年度における温室効果ガス排出量の実質ゼ

ロの脱炭素社会を目指しているところです。引き続きご協力いただけ

れば幸いです。 

担当課 港湾エネルギー課  電話：0194-52-2369 
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見出し 0512-13 水産業及び食料危機 

ご意見 水産業の減退化及び食糧危機に関する懸念について 

回答 まず、水産業の現状についてですが、当市の主力魚種のサケ・イカの

水揚げは、過去最低水準とも言える厳しい状況が続いており、漁業者

のほか、久慈市漁協・仲卸業者・加工業者などの関連業者の皆様も、不

漁と連動して苦しい経営状態にあると認識しております。 

市といたしましても、全国的に水産資源が減少している中、久慈市

漁協が実施しているギンザケ養殖等の「つくり育てる漁業」に対する

支援の実施により、水揚げ確保に努めているところであり、加えて、新

型コロナウイルス感染症や燃油価格・物価高騰の影響を受けている漁

業者や関連事業者の皆様を支援するための、各種給付金事業を実施し、

不漁に伴う当市水産経済の落ち込みを支えてきたところです。今後に

おきましても、漁業関連業者の方々の経営が安定するよう、できる限

りの支援に努めます。 

次に、食糧危機問題につきまして、近年の急激な地球温暖化は、農作

物の生育不良や病害虫被害の拡大、乳用牛の乳量や乳成分の低下、肉

用牛等の家畜の生育や肉質の低下などに影響を及ぼしているところで

す。 

市といたしましては、これらの問題への対応として、農作物におけ

る適正品種の選択や病害虫の徹底防除、家畜における暑熱対策技術等

の導入が必要であると考えており、生産者との意見交換を通じて現況

を把握するとともに、国や県に対して、適応技術等の普及指導を要請

してまいります。 

また、食糧危機問題は、国全体の案件として捉え対応すべき事項で

あるとも認識しております。特にも、日本の食料自給率は 38パーセン

トと先進国と比較し、最低の水準であり、これを是正するための対策

を講じることが急務であると考えることから、国に対しましては、食

料生産基盤の強化支援など、様々な機会を捉え要望してまいります。 

担当課 林業水産課  電話：0194-52-2156 
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見出し 0512-14 外灯の設置 

ご意見  自宅の周囲に外灯がないことから、夜中暗い地区に外灯を設置して

ほしい 

回答 防犯灯（外灯）の新設につきましては町内会等と連携し行っており

ます。 

今回のご提言について、町内会へ情報提供を行うとともに、防犯灯

の新設を検討いただくようお伝えしました。 

引き続き、地域の安心・安全度を高めるため、町内会等と連携した防

犯灯の整備に努めてまいります。 

担当課 生活環境課  電話：0194-54-8003 
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見出し 0512-15 冬道の陸橋対策 

ご意見 市民体育館の側にある八戸線の線路をまたぐようにある道路（陸橋）

で毎年スリップ事故がおきているので何か対策を講じたほうがよい 

回答 市民体育館の側の市道につきましては、冬期間においては、市道の

状態を注視し、積雪があった場合は、丁寧な除雪に努めているところ

であり、路面の凍結がみられる場合などは、状況に応じて凍結抑制剤

の散布を行っております。 

しかしながら、気象状況によっては、凍結抑制剤の効果が完全に発

揮できない場合もあります。 

また、橋の上、交差点、日影などに凍結路面ができやすくなりますの

で、道路状況に応じた運転に努めていただきますようお願いいたしま

す。 

担当課 道路河川維持課  電話：0194-52-2151 
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見出し 0512-16 日曜、祝日に子どもを預けられる施設 

ご意見 ひとり親の休日勤務等を支援するため、小学生を日曜日や祝日に預

けられる施設を整備してほしい 

回答 全国的には日曜日や祝日に開所している学童保育所などがあります

が、現在、市には日曜日や祝日に子どもを預けられる施設がなく、市民

の皆様には大変ご不便をおかけしております。 

 日曜日や祝日に小学生を預かる事業の実施につきましては、サービ

スの提供にあたり、必要量の把握や事例の研究が必要になります。 

今年度すぐの実施は困難ではありますが、いただきましたご要望を

参考に、今後、市内の小学生や未就学児を対象にニーズ調査を行うと

ともに市内の学童保育所等と実施方法等について協議するなど、事業

の実施に向けた検討を進めてまいります。 

なお、しあわせ SUN つどいの広場（久慈市二十八日町１－１２）で

は、開所時間が 9：30～16：30 ではありますが、親が同伴しなくても

小学生が一日過ごすことができます（無料で支援員が見守ります）の

で、そちらの利用につきましてもご検討ください。 

担当課 子育て世代包括支援センター  電話：0194-52-2169 
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見出し 0512-17 久慈市の空家対策  

ご意見 久慈市の空家対策の取組の内容を教えてほしい 

回答 空家等対策の推進に関する特別措置法が、平成 27年５月に国におい

て施行されました。この特別措置法では、空家は個人の資産であるこ

とから、所有者の責務として、周辺の生活環境に悪影響を及ぼさない

よう、適切な管理に努めることなどが示されました。 

また、特別措置法の施行を受け、久慈市でも条例を制定し、久慈市空

家等対策計画をとりまとめ、①所有者による空家の適正管理の促進、

②空家の利活用の促進、③管理不全による危険な空家への措置などの

取り組みを進めているところです。 

具体的には、平成 28年に把握した空家の所有者等に対する適正管理

を促すパンフレットの送付や、固定資産税の納入通知に適正管理を促

すチラシを同封し、適正管理の啓発に努めております。 

担当課 建築企画課  電話：0194-52-2120 

 

  



「市長への手紙」ＨＰ掲載データ（令和５年 12 月分） 

 

見出し 0512-18 耕作放棄地の管理 

ご意見 農地が不耕地放置状態で、枯草の堆積による火災などが心配 

回答 農地は、所有者において適正に管理することとされております。市

といたしましては、周辺の農地所有者の方にも、自発的かつ積極的な

適正管理をしていただきたいところでありますが、個別の事案に対す

る市の介入は困難でありますのでご了承願います。農業委員会としま

しては、ホームページなどを活用し、遊休農地の解消や不耕作地の適

正な管理の周知、促進について引き続き努めてまいります。 

担当課 農業委員会  電話：0194-52-2159 

 

  



「市長への手紙」ＨＰ掲載データ（令和５年 12 月分） 

 

見出し 0512-19 隣地の敷地について 

ご意見 自宅の敷地と接している隣地の石垣が崩落している 

回答 私有宅地の接続した傾斜の石垣が崩落しているとのことですが、申

し訳ございませんが、市では相隣問題については指導や介入をするこ

とができません。 

 なお、市では弁護士による無料法律相談を行っております。月に３

回、一人 30分の相談ができますので、ご利用いただければ弁護士から

の回答をいただくことができます。 

予約は当日の朝８時 30 分からの電話予約（54-8003）となります。

３分程度で予約が埋まることもありますので、予約する場合は、お時

間ちょうどにお電話くださいますようお願いします。 

担当課 生活環境課  電話：0194-54-8003 

 

  



「市長への手紙」ＨＰ掲載データ（令和５年 12 月分） 

 

見出し 0512-20 ワクチン接種の助成 

ご意見 帯状疱疹ワクチン接種の費用は高額であるため、接種費用の助成を

してほしい 

回答 帯状疱疹ワクチン接種につきましては、帯状疱疹の予防接種は、50

歳以上の方を対象とした任意の予防接種となっております。また、使

用が承認されているワクチンは、水痘ワクチンと帯状疱疹ワクチンの

２種類となっております。 

当市におきましては接種費用の助成は行っていないところですが、

現在、国において検討が進められている帯状疱疹予防としてのワクチ

ンの定期接種化の状況を注視しつつ、県内他市等の状況や財政状況等

を勘案しながら慎重に検討してまいります。 

担当課 保健推進課  電話：0194-61-3315 

 

  



「市長への手紙」ＨＰ掲載データ（令和５年 12 月分） 

 

見出し 0512-21 道路の整備 

ご意見 近々に又、震災のような津波が来るのでは？という情報があちこち

から聞かれる現在、私の住む場所は、市内に行く為には、海岸の道を通

らなければならない所なので、津波の為に道が遮断された時が非常に

不安である 

 平沢に出る道又は宇部に出る道を車が安心して通行できる道にして

頂ければ、今後の生活に安心がもてる 

回答 令和４年９月に岩手県が公表した「岩手県地震・津波被害想定調査

報告書」において、最大クラスの地震が発生した場合における津波に

より、久慈市では、東日本大震災の 3.6 倍の区域が浸水し、死者数は

最大 4,400 人に上ると想定されています。 

 ご心配されますように、宇部町にお住いの皆様が日常的に利用して

いる「一般県道野田長内線」は、大部分が海岸沿いに位置しているた

め、津波発生時には通行ができなくなる恐れがあるものと推測してお

ります。 

 ご提言にありました、平沢へ出る道は「市道二子小袖沢線」、宇部に

出る道は「市道大尻川原屋敷線」となっており、大部分が未改良の路線

となっております。 

「市道二子小袖沢線」につきましては、館石地区側の約 700 メート

ルの区間について改良整備を進めており、現在までに約 450 メートル

の改良が完了しており、残る約 250 メートルの区間につきましても、

早期の整備に努めてまいります。 

 平沢地区までの約 4,000 メートルの全線改良整備には、多額の事業

費を要するほか、用地の問題がありますことから、整備の手法につい

て検討を行っているところであります。 

市民の皆様にとって、安心・安全な道路整備に努めてまいりますの

で、ご理解をお願いいたします。 

担当課 防災危機管理課  電話：0194-52-2173 

 

  



「市長への手紙」ＨＰ掲載データ（令和５年 12 月分） 

 

見出し 0512-22 市の音楽を制定 

ご意見 あまちゃんのオープニングテーマを久慈市の音楽に制定してはどう

か 

回答 NHK のドラマ「あまちゃん」のオープニングテーマは朝の時報にも使

用させていただいており、市民にはもちろん、ドラマのファンをはじ

め全国の多くの人に認知され、当市を想起させる音楽であると捉えて

おります。 

明るくリズミカルな曲として親しまれていることから、運動会など

の行事や各種イベント等、多くの場面で使用されていると認識してお

ります。 

市の音楽への制定についてでありますが、様々な意見がございます

ので、あまちゃんオープニングテーマを使用する場面や制定の効果、

解消すべき課題等について研究し、検討してまいります。 

担当課 政策推進課  電話：0194-52-2115 

 

  



「市長への手紙」ＨＰ掲載データ（令和５年 12 月分） 

 

見出し 0512-23 新中の橋にできた樋門の上屋 

ご意見 雪止めや雨樋もなく危険である 

回答 当該施設は、平成 28年台風第 10号及び令和元年台風第 19 号により

浸水被害が発生した二級河川沢川沿川における新中の橋地区周辺地域

の浸水被害を軽減するため、岩手県が令和３年度から整備を進めてい

る新中の橋樋門強制排水ポンプゲート施設であります。 

当該施設上屋からの落雪対策について、施設の管理者である岩手県

に確認したところ、「上屋からの落雪については、施設の構造等を確認

し必要な対策を検討するが、取り急ぎ、落雪注意の看板を設置し公園

利用者に対し注意喚起を行う」と回答をいただいたところです。 

市といたしましては、引き続き、安全、快適に公園を利用できるよう

適切な維持管理に努めてまいりますが、お気付きの点がありましたら

情報提供くださいますようお願いいたします。 

担当課 道路河川維持課  電話：0194-52-2151 

 

 


